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(57)【要約】
　電極板を平坦化膜上に設置した場合でも前記平坦化膜
を密閉しにくい構造の表示パネル装置は、基板（１０）
上に形成される平坦化膜（３０）と、平坦化膜（３０）
上に形成され、下部電極（３１）、有機ＥＬ層（３７）
、及び上部電極（３９）を含む画素部と、下部電極（３
１）と電気的に絶縁され上部電極（３９）と電気的に接
続された補助電極（３２）と、画素部（５１）を複数含
む表示部（５２）と、補助電極（３２）と電気的に接続
され表示部（５２）外において平坦化膜（３０）を覆う
電極板（３３）と、電極板（３３）と電気的に接続され
た給電部（２８）と、を具備し、電極板（３３）は、平
坦化膜（３０）の表面の一部を開放する孔部（５０）を
有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板上に形成される平坦化膜と、
　前記平坦化膜上に形成され、下部電極、有機層、及び上部電極を含む画素部と、
　前記下部電極と電気的に絶縁され前記上部電極と電気的に接続された補助電極と、
　前記画素部を複数含む表示部と、
　前記補助電極と電気的に接続され前記表示部外において前記平坦化膜を覆う電極板と、
　前記電極板と電気的に接続された給電部と、
を具備し、
　前記電極板は、前記平坦化膜の表面の一部を開放する孔部を有し、
　前記孔部は、前記孔部と近接する前記表示部の辺と平行する方向が長い矩形形状に開口
し、
　前記孔部は、前記補助電極と前記電極板との接続部と、前記給電部との間の電流の流れ
に沿って開口している
　表示パネル装置。
【請求項２】
　前記孔部は、前記平坦化膜からのアウトガスを排出する
　請求項１に記載の表示パネル装置。
【請求項３】
　前記有機層は、画素を区画する隔壁で仕切られた領域に形成され、
　前記下部電極は、前記有機層と前記平坦化膜との間に形成され、
　前記補助電極は、前記下部電極の形成領域外に前記下部電極と所定間隔を空けて設けら
れ、
　前記孔部は、前記下部電極と前記補助電極との間の前記所定間隔に対応する幅で開口し
ている
　請求項１に記載の表示パネル装置。
【請求項４】
　前記給電部は、上辺を前記表示部に向けた台形形状をしており、前記表示部から前記孔
部に沿って流れた電流を、前記台形形状の側辺で受ける
　請求項１に記載の表示パネル装置。
【請求項５】
　前記給電部は、頂点を前記表示部に向けた三角形状をしており、前記表示部から前記孔
部に沿って流れた電流を、前記三角形状の斜辺で受ける
　請求項１に記載の表示パネル装置。
【請求項６】
　基板と、
　前記基板上に形成される平坦化膜と、
　前記平坦化膜上に形成され、下部電極、有機層、及び上部電極を含む画素部と、
　前記下部電極と電気的に絶縁され前記上部電極と電気的に接続された補助電極と、
　前記画素部を複数含む表示部と、
　前記補助電極と電気的に接続され前記表示部外において前記平坦化膜を覆う電極板と、
　前記電極板と電気的に接続された給電部と、
を具備し、
　前記電極板は、前記平坦化膜の表面の一部を開放する孔部を有し、
　前記給電部は、頂点を前記表示部に向けた三角形状をしており、
　前記孔部の中で前記三角形状の斜辺と前記表示部との間に配置された所定の孔部は、前
記所定の孔部と近接する前記表示部の辺と平行する方向が長い矩形形状に開口し、
　前記孔部は、前記補助電極と前記電極板との接続部と、前記給電部との間の電流の流れ
に沿って開口している
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　表示パネル装置。
【請求項７】
　基板と、
　前記基板上に形成される平坦化膜と、
　前記平坦化膜上に形成され、下部電極、有機層、及び上部電極を含む画素部と、
　前記下部電極と電気的に絶縁され前記上部電極と電気的に接続された補助電極と、
　前記画素部を複数含む表示部と、
　前記補助電極と電気的に接続され前記表示部外において前記平坦化膜を覆う電極板と、
　前記電極板と電気的に接続された給電部と、
を具備し、
　前記電極板は、前記平坦化膜の表面の一部を開放する孔部を有し、
　前記給電部は、上辺を前記表示部に向けた台形形状をしており、
　前記孔部の中で前記台形形状の上辺と前記表示部との間に配置された所定の孔部は、前
記所定の孔部と近接する前記表示部の辺と平行する方向が短い矩形形状に開口し、
　前記所定の孔部は、前記補助電極と前記電極板との接続部と、前記給電部との間の電流
の流れに沿って開口している
　表示パネル装置。
【請求項８】
　基板と、
　前記基板上に形成される平坦化膜と、
　前記平坦化膜上に形成され、下部電極、有機層、及び上部電極を含む画素部と、
　前記下部電極と電気的に絶縁され前記上部電極と電気的に接続された補助電極と、
　前記画素部を複数含む表示部と、
　前記補助電極と電気的に接続され前記表示部外において前記平坦化膜を覆う電極板と、
　前記電極板と電気的に接続された給電部と、
を具備し、
　前記電極板は、前記平坦化膜の表面の一部を開放する孔部を有し、
　前記給電部は、上辺を前記表示部に向けた台形形状をしており、
　前記孔部の中で前記台形形状の側辺と前記表示部との間に配置された所定の孔部は、前
記所定の孔部と近接する前記表示部の辺と平行する方向が長い矩形形状に開口し、
　前記所定の孔部は、前記補助電極と前記電極板との接続部と、前記給電部との間の電流
の流れに沿って開口している
　表示パネル装置。
【請求項９】
　前記有機層は、画素を区画する隔壁で仕切られた領域に形成され、
　前記隔壁は、前記表示部内に所定の方向に形成され、
　前記補助電極は、前記表示部内の前記下部電極の形成領域外に前記所定の方向に沿って
設けられている
　請求項１に記載の表示パネル装置。
【請求項１０】
　前記有機層は、画素を区画する隔壁で仕切られた領域に形成され、
　前記隔壁は、前記表示部内に所定の方向に形成され、
　前記補助電極は、前記表示部内の前記下部電極の形成領域外に前記所定の方向と直交す
る方向に沿って設けられている
　請求項１に記載の表示パネル装置。
【請求項１１】
　前記有機層は、画素を区画する隔壁で仕切られた領域に形成され、
　前記隔壁は、前記表示部内に所定の方向に並設され、
　前記補助電極は、前記表示部内の前記下部電極の形成領域外に前記所定の方向及び前記
所定の方向と直交する方向の両方向に沿って設けられている
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　請求項１に記載の表示パネル装置。
【請求項１２】
　前記有機層は、画素を区画する隔壁で仕切られた領域に形成され、
　前記隔壁は、前記画素の縦方向及び横方向の両方向に沿って設けられ、
　前記補助電極は、前記表示部内の前記下部電極の形成領域外に縦方向又は横方向のいず
れか一の方向に沿って設けられている、
　請求項１に記載の表示パネル装置。
【請求項１３】
　前記下部電極は、前記有機層の下方であって前記平坦化膜の上面に形成され、
　前記補助電極は、前記下部電極と同一層であって、前記平坦化膜の上面に設けられる
　請求項１から請求項１２のいずれか１項に記載の表示パネル装置。
【請求項１４】
　前記補助電極は、前記下部電極の上層又は下層のいずれかに設けられる
　請求項１から請求項１２のいずれか１項に記載の表示パネル装置。
【請求項１５】
　前記有機層と前記平坦化膜との間に絶縁膜を設け、
　前記下部電極は、前記有機層の下方であって前記絶縁膜の上面に形成され、
　前記補助電極は、前記下部電極の下層であって前記平坦化膜の上面に設けられる
　請求項１４に記載の表示パネル装置。
【請求項１６】
　前記有機層は、有機発光体を含む有機ＥＬ層を含む
　請求項１から請求項１５のいずれか１項に記載の表示パネル装置。
【請求項１７】
　前記上部電極は陰極であり、
　前記下部電極は陽極であり、
　前記有機層は、前記下部電極から前記有機ＥＬ層に正孔を注入する正孔注入層又は前記
上部電極から前記有機ＥＬ層に電子を輸送する電子輸送層のいずれかを含む
　請求項１６に記載の表示パネル装置。
【請求項１８】
　前記基板と前記平坦化膜との間には、前記画素部を駆動する駆動素子を有するＴＦＴ層
が形成されている
　請求項１６又は請求項１７に記載の表示パネル装置。
【請求項１９】
　請求項１６から請求項１８のいずれか１項に記載の表示パネル装置を備え、
　前記表示パネル装置の複数の画素部がマトリクス状に配置されている
　表示装置。
【請求項２０】
　有機発光体を含む有機ＥＬ層を発光させるための駆動素子を有するＴＦＴ層を形成する
第１工程と、
　前記ＴＦＴ層の上方を平坦化する平坦化膜を形成する第２工程と、
　前記平坦化膜の上方の表示パネルの表示部内に下部電極を形成し、前記平坦化膜の上方
の表示パネルの表示部の周辺領域に電極板を形成し、前記平坦化膜の上方の表示パネルの
表示部内における前記下部電極の形成領域外に前記下部電極と電気的に絶縁され前記電極
板と電気的に接続された補助電極を形成する第３工程と、
　前記下部電極より上層に、画素を区画する隔壁を形成する第４工程と、
　前記隔壁で仕切られた領域に前記有機ＥＬ層を形成する第５工程と、
　前記有機ＥＬ層の上方に、前記下部電極との間の電流供給により前記有機層を発光させ
前記補助電極と電気的に接続される上部電極を形成する第６工程と、を含み、
　前記電極板は、前記平坦化膜の表面の一部を開放する孔部を有し、
　前記第３工程および前記第４工程の少なくともいずれか一方の工程において、前記電極
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板の孔部を介して前記平坦化膜から生ずるアウトガスを排出し、
　前記電極板は、前記電極板を介して電流を受ける給電部を有し、
　前記孔部は、前記孔部と近接する前記表示部の辺と平行する方向が長い矩形形状に開口
し、
　前記孔部は、前記補助電極と前記電極板との接続部と、前記給電部との間の電流の流れ
に沿うように開口している、
　表示パネル装置の製造方法。
【請求項２１】
　前記第３工程および前記第４工程の前記少なくともいずれか一方の工程は、熱処理を含
む工程であり、
　前記第３工程および前記第４工程の前記少なくともいずれか一方の工程における熱処理
によって、前記電極板の孔部を介して前記平坦化膜から生ずるアウトガスを排出させる
　請求項２０に記載の表示パネル装置の製造方法。
【請求項２２】
　前記第３工程の熱処理は、前記下部電極、前記電極板及び前記補助電極にアニール処理
を施す処理である
　請求項２１に記載の表示パネル装置の製造方法。
【請求項２３】
　前記第４工程の熱処理は、前記隔壁にアニール処理を施す処理である
　請求項２１に記載の表示パネル装置の製造方法。
【請求項２４】
　前記下部電極、前記電極板及び前記補助電極の上方に各画素間を区画するための画素規
制層を形成する第７工程を、前記第３工程と前記第４工程との間に含む
　請求項２０に記載の表示パネル装置の製造方法。
【請求項２５】
　前記上部電極は陰極であり、
　前記下部電極は陽極であり、
　前記下部電極と前記有機ＥＬ層との間に、前記下部電極から前記有機ＥＬ層に正孔を注
入する正孔注入層を形成する第８工程を、前記第７工程と前記第４工程との間に含み、
　前記第８工程は、熱処理を含み、
　前記熱処理によって、前記電極板の孔部を介して前記平坦化膜から生ずるアウトガスを
排出する
　請求項２４に記載の表示パネル装置の製造方法。
【請求項２６】
　前記第８工程における熱処理は、前記正孔注入層にアニール処理を施す処理である
　請求項２５に記載の表示パネル装置の製造方法。
【請求項２７】
　前記上部電極は陰極であり、
　前記下部電極は陽極であり、
　前記上部電極と前記有機ＥＬ層との間に、前記上部電極から前記有機ＥＬ層に電子を輸
送する電子輸送層を形成する第９工程を、前記第５工程と前記第６工程との間に含む
　請求項２０に記載の表示パネル装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示パネル装置及びその製造方法に関し、特に、有機発光材料を用いた有機
ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）表示パネル装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬ表示装置は、有機化合物の電界発光現象を利用した発光表示装置であり、携帯
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電話機などに用いられる小型の表示装置として実用化されている。
【０００３】
　有機ＥＬ表示装置は、画素ごとに独立に発光制御可能な複数の有機ＥＬ素子を基板上に
配置して構成される。典型的な有機ＥＬ表示装置は、基板上に、駆動回路、陽極、有機層
、陰極を積層することで作製される。有機層には、有機化合物からなる有機ＥＬ層ととも
に、正孔注入層、電子輸送層などの複数の機能層のうちの１つ以上が積層される。このよ
うな構成において、陽極および陰極から正孔輸送層などを介して有機ＥＬ層へ電荷が注入
され、注入された電荷が有機ＥＬ層内で再結合することによって、発光が生じる。
【０００４】
　有機ＥＬ表示装置において優れた表示品位を得るために、各画素の有機ＥＬ素子に十分
な動作電流が供給されることが重要である。動作電流の供給不足は、輝度の低下、輝度む
ら、およびコントラストの低下を引き起こし、表示品位を損なう１つの原因となるからで
ある。
【０００５】
　従来、優れた表示品位を指向して、有機ＥＬ表示装置における各画素の有機ＥＬ素子に
十分な動作電流を供給するための構成が提案されている（例えば、特許文献１）。
【０００６】
　特許文献１に開示されている発光装置は、発光素子を備えた複数の画素が設けられた有
効領域（本明細書では、表示部）の外側に、陰極に接続される陰極用配線が、前記有効領
域を囲むように設けられ、前記陰極用配線と前記有効領域との間に画素電極に接続される
電源線が設けられている。
【０００７】
　このように構成された発光装置によれば、前記陰極用配線と前記陰極との接触面積を十
分に確保し、両者の間の電気抵抗を最小限に抑えることができるので、この電気抵抗に起
因する電圧降下によって、発光素子に供給される電流の量が低下するのを防ぐことができ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００５－２４２３８３号公報
【特許文献２】特開２００５－３３８７８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上記従来技術の発光装置における前記陰極用配線の面積は、有機ＥＬ素子に十分な動作
電流を供給する観点から、大きいほど好ましいと言える。しかしながら、表示部を囲む広
い領域に前記陰極用配線を設置した場合、上記従来技術では以下のような問題が懸念され
る。
【００１０】
　即ち、表示装置の製造過程では、一般的に平坦化膜形成後に画素ごとに分離された下部
電極をフォトエッチングプロセスにより形成し、その後有機層が積層される。この平坦化
膜形成時及び下部電極形成時に、洗浄水や現像液、及び酸などの薬液が用いられることに
より、水分や酸などの成分が平坦化膜中に吸収される。そのため、水分や酸などの成分が
吸収された状態の平坦化膜を、例えば、陰極用配線として用いる電極板で覆うと、平坦化
膜内に水分や酸などの成分が吸収された状態で密閉される。
【００１１】
　その状態で、平坦化膜の上方に有機層が積層すると、平坦化膜に含まれた水分や酸など
の成分がアウトガスとなって有機層に漏れ出すことがある。その結果、有機層がアウトガ
スと反応して有機層の品質が劣化し、画素シュリンクが発生するという問題がある。
【００１２】
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　また、平坦化膜内にアウトガスが密閉されることにより、そのガス圧力によって電極板
が剥がれ、表示部の周辺部でアウトガスが有機層に漏れ出してしまう。その結果、表示部
の周辺部に位置する有機層がアウトガスと反応し、周辺部が白色化するという問題がある
。
【００１３】
　特許文献１には、陰極用配線として用いる電極板を設置し、表示部を囲む広い領域にお
いて平坦化膜を覆った場合に懸念されるこのような問題を克服するための有効な解決策は
示されていない。
【００１４】
　なお、補助導電層（陰極用配線）に貫通部を形成し、絶縁層（平坦化膜）から発生した
ガスを前記貫通部から排出し、前記ガスの排出経路を短縮する技術がある（例えば、特許
文献２）。
【００１５】
　しかし、かかる従来技術では、円滑にガス排出をするために貫通部を多数の点又は直線
で形成する構成を開示するに止まり、前記貫通部が前記補助導電層内での駆動電流の流れ
を妨げになる点については考慮されていない。
【００１６】
　そのため、単に前記補助導電層内に前記貫通部を形成しただけでは、前記貫通部自体が
駆動電流の流れの抵抗となるという問題がある。
【００１７】
　そこで、本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、有機ＥＬ素子の動作電流を
供給するための配線としての電極板を有する表示パネル装置であって、電極板を平坦化膜
上の広い領域に設置した場合でも平坦化膜を密閉しにくい構造の表示パネル装置、および
その製造方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　上述した課題を解決するために、本発明に係る表示パネル装置の１つの態様は、基板と
、前記基板上に形成される平坦化膜と、前記平坦化膜上に形成され、下部電極、有機層、
及び上部電極を含む画素部と、前記下部電極と電気的に絶縁され前記上部電極と電気的に
接続された補助電極と、前記画素部を複数含む表示部と、前記補助電極と電気的に接続さ
れ前記表示部外において前記平坦化膜を覆う電極板と、を具備し、前記電極板は、前記平
坦化膜の表面の一部を開放する孔部と、前記電極板を介して電流を受ける給電部とを有し
、前記孔部は、前記孔部と近接する前記表示部の辺と平行する方向が長い矩形形状に開口
し、前記孔部は、前記補助電極と前記電極板との接続部と、前記給電部との間の電流の流
れに沿って開口している。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明に係る表示パネル装置は、電極板が平坦化膜の表面の一部を開放する孔部を有し
ているので、電極板の下部に配置される平坦化膜に含まれる水分や酸などの成分を、表示
パネル装置の製造過程（特に、ベークやアニールといった熱処理を伴う工程）において、
電極板の孔部を介してアウトガスとしてあらかじめ排出しておくことができる。
【００２０】
　その結果、電極板によって平坦化膜にアウトガスが密閉されることで生じる不具合を、
電極板に孔部を設けない場合と比べて減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】図１は、実施の形態に係る表示パネル装置の構造の一例を示す平面図である。
【図２】図２は、実施の形態に係る表示パネル装置の構造の一例を示す拡大平面図である
。
【図３】図３は、実施の形態に係る表示パネル装置の構造の一例を示す拡大平面図である
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。
【図４】図４は、実施の形態に係る表示パネル装置の構造の一例を示すＡＡ’断面図であ
る。
【図５】図５は、実施の形態に係る表示パネル装置の構造の一例を示すＤＤ’断面図であ
る。
【図６】図６は、実施の形態に係る表示パネル装置の構造の一例を示すＢＢ’断面図であ
る。
【図７】図７は、実施の形態に係る表示パネル装置の構造の一例を示すＣＣ’断面図であ
る。
【図８】図８（Ａ）～（Ｄ）は、電気抵抗の比較に用いた電極板の形状の一例を示す図で
ある。
【図９】図９（Ａ）、（Ｂ）は、実用の電極板における孔部の影響を説明する図である。
【図１０】図１０は、実施の形態に係る表示パネル装置の製造工程を示すフローチャート
である。
【図１１】図１１は、表示パネル装置を利用したテレビジョンセットの一例を示す外観図
である。
【図１２】図１２は、変形例に係る表示パネル装置の構造の一例を示す断面図である。
【図１３】図１３は、変形例に係る表示パネル装置の構造の一例を示す断面図である。
【図１４】図１４は、変形例に係る表示パネル装置の構造の一例を示す平面図である。
【図１５】図１５は、変形例に係る表示パネル装置の構造の一例を示す平面図である。
【図１６】図１６は、変形例に係る孔部の配置の一例を模式的に示す平面図である。
【図１７】図１７は、変形例に係る表示パネル装置の構造の一例を示す拡大平面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本発明の一態様である表示パネル装置は、基板と、前記基板上に形成される平坦化膜と
、前記平坦化膜上に形成され、下部電極、有機層、及び上部電極を含む画素部と、前記下
部電極と電気的に絶縁され前記上部電極と電気的に接続された補助電極と、前記画素部を
複数含む表示部と、前記補助電極と電気的に接続され前記表示部外において前記平坦化膜
を覆う電極板と、前記電極板と電気的に接続された給電部と、を具備し、前記電極板は、
前記平坦化膜の表面の一部を開放する孔部を有し、前記孔部は、前記孔部と近接する前記
表示部の辺と平行する方向が長い矩形形状に開口し、前記孔部は、前記補助電極と前記電
極板との接続部と、前記給電部との間の電流の流れに沿って開口している。
【００２３】
　本態様によると、前記平坦化膜を覆う電極板に、前記平坦化膜の表面の一部を開放する
孔部を設けている。これにより、前記平坦化膜内に水分や酸などの成分が吸収された状態
の平坦化膜を電極板で覆ったとしても、前記平坦化膜に含まれるアウトガスは前記孔部を
介して排出される。
【００２４】
　そのため、その状態で、前記平坦化膜上に前記画素部が積層すれば、その後に、前記平
坦化膜に含まれた水分や酸などの成分がアウトガスとなって前記有機層に漏れ出して、前
記有機層が前記アウトガスと反応して前記有機層の品質を劣化するのを防止できる。その
結果、前記画素シュリンクが発生するのを防止できる。
【００２５】
　また、前記平坦化膜内に密封された水分や酸などの成分を排出させるので、前記成分が
アウトガスとなって、そのガス圧力により前記電極板が剥がれるのを防止できる。そのた
め、前記アウトガスが前記表示部の周辺部の有機層に漏れ出して、前記有機層が前記アウ
トガスと反応して前記周辺部が白色化するのを防止できる。
【００２６】
　また、前記孔部を、前記孔部と近接する前記表示部の辺と平行する方向が長い矩形形状
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に開口させている。そして、前記孔部を、前記補助電極と前記電極板との接続部と、前記
給電部との間の電流の流れに沿って開口させている。これにより、前記孔部の開口の矩形
形状は、電流の流れる方向に近似するので、前記孔部の開口が電流の流れの抵抗になるの
を抑制し、抵抗値の変化を抑えることができる。
【００２７】
　本発明に係る表示パネル装置の１つの態様では、前記有機層は、画素を区画する隔壁で
仕切られた領域に形成され、前記下部電極は、前記有機層と前記平坦化膜との間に形成さ
れ、前記補助電極は、前記下部電極の形成領域外に前記下部電極と所定間隔を空けて設け
られ、前記孔部は、前記下部電極と前記補助電極との間の前記所定間隔に対応する幅で開
口している。
【００２８】
　本態様によると、表示部内の前記下部電極と前記補助電極との間隔である所定間隔に対
応する幅で、前記表示部以外の領域において前記電極板に孔部が開口している。これによ
り、前記表示部内と前記表示部外とで同程度に、前記平坦化膜に含まれるアウトガスは前
記孔部を介して排出できる。そのため、前記表示部以外の領域で前記平坦化膜内に水分や
酸などの成分が過度に密閉されるのを防止できる。
【００２９】
　その結果、前記表示部以外の領域で前記平坦化膜が過度に密閉されるために、前記表示
部以外の領域で前記平坦化膜内に水分や酸などの成分が残留し、その後に、前記平坦化膜
に含まれた水分や酸などの成分がアウトガスとなって前記有機層に漏れ出し、前記有機層
が前記アウトガスと反応して前記有機層の品質が劣化するのを防止できる。
【００３０】
　本発明に係る表示パネル装置の１つの態様では、前記給電部は、上辺を前記表示部に向
けた台形形状をしており、前記表示部から前記孔部に沿って流れた電流を、前記台形形状
の側辺で受ける。
【００３１】
　本態様によると、前記給電部は、頂点を前記表示部に向けた台形形状としてもよい。こ
れにより、前記給電部の占有面積を大きくすることなく、台形形状の側辺を利用して電流
を受けることができる。そのため、前記給電部の占有面積を比較的少なくしつつ、効率的
に電流を給電できる。
【００３２】
　本発明に係る表示パネル装置の１つの態様では、前記給電部は、頂点を前記表示部に向
けた三角形状をしており、前記表示部から前記孔部に沿って流れた電流を、前記三角形状
の斜辺で受ける。
【００３３】
　本態様によると、前記給電部は、頂点を前記表示部に向けた三角形状としてもよい。こ
れにより、前記給電部の占有面積を大きくすることなく、三角形状の斜辺を利用して電流
を受けることができる。そのため、前記給電部の占有面積を比較的少なくしつつ、効率的
に電流を給電できる。
【００３４】
　本発明に係る表示パネル装置の１つの態様では、基板と、前記基板上に形成される平坦
化膜と、前記平坦化膜上に形成され、下部電極、有機層、及び上部電極を含む画素部と、
前記下部電極と電気的に絶縁され前記上部電極と電気的に接続された補助電極と、前記画
素部を複数含む表示部と、前記補助電極と電気的に接続され前記表示部外において前記平
坦化膜を覆う電極板と、前記電極板と電気的に接続された給電部と、を具備し、前記電極
板は、前記平坦化膜の表面の一部を開放する孔部を有し、前記給電部は、頂点を前記表示
部に向けた三角形状をしており、前記孔部の中で前記三角形状の斜辺と前記表示部との間
に配置された所定の孔部は、前記所定の孔部と近接する前記表示部の辺と平行する方向が
長い矩形形状に開口し、前記孔部は、前記補助電極と前記電極板との接続部と、前記給電
部との間の電流の流れに沿って開口している。
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【００３５】
　本態様によると、前記給電部は、頂点を前記表示部に向けた三角形状をしており、前記
孔部の中で前記三角形状の斜辺と前記表示部との間に配置された所定の孔部は、前記所定
の孔部と近接する前記表示部の辺と平行する方向が長い矩形形状に開口している。これに
より、前記孔部を、前記補助電極と前記電極板との接続部と、前記給電部との間の電流の
流れに沿って開口させている。そのため、前記孔部の開口の矩形形状は、電流の流れる方
向に近似するので、前記孔部の開口が電流の流れの抵抗になるのを抑制し、抵抗値の変化
を抑えることができる。
【００３６】
　本発明に係る表示パネル装置の１つの態様では、基板と、前記基板上に形成される平坦
化膜と、前記平坦化膜上に形成され、下部電極、有機層、及び上部電極を含む画素部と、
前記下部電極と電気的に絶縁され前記上部電極と電気的に接続された補助電極と、前記画
素部を複数含む表示部と、前記補助電極と電気的に接続され前記表示部外において前記平
坦化膜を覆う電極板と、前記電極板と電気的に接続された給電部と、を具備し、前記電極
板は、前記平坦化膜の表面の一部を開放する孔部を有し、前記給電部は、上辺を前記表示
部に向けた台形形状をしており、前記孔部の中で前記台形形状の上辺と前記表示部との間
に配置された所定の孔部は、前記所定の孔部と近接する前記表示部の辺と平行する方向が
短い矩形形状に開口し、前記所定の孔部は、前記補助電極と前記電極板との接続部と、前
記給電部との間の電流の流れに沿って開口している。
【００３７】
　本態様によると、前記給電部は、上辺を前記表示部に向けた台形形状をしており、前記
孔部の中で前記台形形状の上辺と前記表示部との間に配置された所定の孔部は、前記所定
の孔部と近接する前記表示部の辺と平行する方向が短い矩形形状に開口している。これに
より、前記孔部を、前記補助電極と前記電極板との接続部と、前記給電部との間の電流の
流れに沿って開口させている。そのため、前記孔部の開口の矩形形状は、電流の流れる方
向に近似するので、前記孔部の開口が電流の流れの抵抗になるのを抑制し、抵抗値の変化
を抑えることができる。
【００３８】
　本発明に係る表示パネル装置の１つの態様では、基板と、前記基板上に形成される平坦
化膜と、前記平坦化膜上に形成され、下部電極、有機層、及び上部電極を含む画素部と、
前記下部電極と電気的に絶縁され前記上部電極と電気的に接続された補助電極と、前記画
素部を複数含む表示部と、前記補助電極と電気的に接続され前記表示部外において前記平
坦化膜を覆う電極板と、前記電極板と電気的に接続された給電部と、を具備し、前記電極
板は、前記平坦化膜の表面の一部を開放する孔部を有し、前記給電部は、上辺を前記表示
部に向けた台形形状をしており、前記孔部の中で前記台形形状の側辺と前記表示部との間
に配置された所定の孔部は、前記所定の孔部と近接する前記表示部の辺と平行する方向が
長い矩形形状に開口し、前記所定の孔部は、前記補助電極と前記電極板との接続部と、前
記給電部との間の電流の流れに沿って開口している。
【００３９】
　本態様によると、前記給電部は、上辺を前記表示部に向けた台形形状をしており、前記
孔部の中で前記台形形状の側辺と前記表示部との間に配置された所定の孔部は、前記所定
の孔部と近接する前記表示部の辺と平行する方向が長い矩形形状に開口している。これに
より、前記孔部を、前記補助電極と前記電極板との接続部と、前記給電部との間の電流の
流れに沿って開口させている。そのため、前記孔部の開口の矩形形状は、電流の流れる方
向に近似するので、前記孔部の開口が電流の流れの抵抗になるのを抑制し、抵抗値の変化
を抑えることができる。
【００４０】
　本発明に係る表示パネル装置の１つの態様では、前記有機層は、画素を区画する隔壁で
仕切られた領域に形成され、前記隔壁は、前記表示部内に所定の方向に形成され、前記補
助電極は、前記表示部内の前記下部電極の形成領域外に前記所定の方向に沿って設けられ
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ている。
【００４１】
　本態様によると、前記補助電極を、前記表示部内の前記下部電極の形成領域外に前記所
定の方向に沿って設けてもよい。
【００４２】
　本発明に係る表示パネル装置の１つの態様では、前記有機層は、画素を区画する隔壁で
仕切られた領域に形成され、前記隔壁は、前記表示部内に所定の方向に形成され、前記補
助電極は、前記表示部内の前記下部電極の形成領域外に前記所定の方向と直交する方向に
沿って設けられている。
【００４３】
　本態様によると、前記補助電極を、前記表示部内の前記下部電極の形成領域外に前記所
定の方向と直交する方向に沿って設けてもよい。
【００４４】
　本発明に係る表示パネル装置の１つの態様では、前記有機層は、画素を区画する隔壁で
仕切られた領域に形成され、前記隔壁は、前記表示部内に所定の方向に形成され、前記補
助電極は、前記表示部内の前記下部電極の形成領域外に前記所定の方向及び前記所定の方
向と直交する方向の両方向に沿って設けられている。
【００４５】
　本態様によると、前記補助電極を、前記表示部内の前記下部電極の形成領域外に前記所
定の方向と交差するように設けてもよい。
【００４６】
　本発明に係る表示パネル装置の１つの態様では、前記有機層は、画素を区画する隔壁で
仕切られた領域に形成され、前記隔壁は、前記画素の縦方向及び横方向の両方向に沿って
設けられ、前記補助電極は、前記表示部内の前記下部電極の形成領域外に縦方向又は横方
向のいずれか一の方向に沿って設けられている。
【００４７】
　本態様によると、前記補助電極を、前記表示部内の前記下部電極の形成領域外に縦方向
又は横方向のいずれか一の方向に沿って設けてもよい。
【００４８】
　本発明に係る表示パネル装置の１つの態様では、前記下部電極は、前記有機層の下方で
あって前記平坦化膜の上面に形成され、前記補助電極は、前記下部電極と同一層であって
、前記平坦化膜の上面に設けられる。
【００４９】
　本態様によると、前記補助電極を、前記下部電極と同一層であって前記平坦化膜の上面
に設けても良い。
【００５０】
　本発明に係る表示パネル装置の１つの態様では、前記補助電極は、前記下部電極の上層
又は下層のいずれかに設けられる。
【００５１】
　本態様によると、前記補助電極を、前記下部電極の上層又は下層のいずれかに設けても
良い。
【００５２】
　本発明に係る表示パネル装置の１つの態様では、前記有機層と前記平坦化膜との間に絶
縁膜を設け、前記下部電極は、前記有機層の下方であって前記絶縁膜の上面に形成され、
前記補助電極は、前記下部電極の下層であって前記平坦化膜の上面に設けられる。
【００５３】
　本態様によると、前記補助電極を、前記下部電極の下層に設けるものである。
【００５４】
　本発明に係る表示パネル装置の１つの態様では、前記有機層は、有機発光体を含む有機
ＥＬ層を含む。
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【００５５】
　本態様によると、前記有機層は、有機発光体を含む有機ＥＬ層を含むものである。
【００５６】
　本発明に係る表示パネル装置の１つの態様では、前記上部電極は陰極であり、前記下部
電極は陽極であり、前記有機層は、前記下部電極から前記有機ＥＬ層に正孔を注入する正
孔注入層又は前記上部電極から前記有機ＥＬ層に電子を輸送する電子輸送層のいずれかを
含む。
【００５７】
　本態様によると、前記有機層は、前記下部電極から前記有機ＥＬ層に正孔を注入する正
孔注入層又は前記上部電極から前記有機ＥＬ層に電子を輸送する電子輸送層のいずれかを
含むようにしてもよい。
【００５８】
　本発明に係る表示装置の１つの態様では、前記基板と前記平坦化膜との間には、前記画
素部を駆動する駆動素子を有するＴＦＴ層が形成されているものである。
【００５９】
　本発明に係る表示装置の１つの態様では、前記表示パネル装置を備え、前記表示パネル
装置の複数の画素部がマトリクス状に配置されている。
【００６０】
　本態様によると、前記表示パネル装置を表示装置に利用することができる。
【００６１】
　本発明に係る表示パネル装置の製造方法の１つの態様では、有機発光体を含む有機ＥＬ
層を発光させるための駆動素子を有するＴＦＴ層を形成する第１工程と、前記ＴＦＴ層の
上方を平坦化する平坦化膜を形成する第２工程と、前記平坦化膜の上方の表示パネルの表
示部内に下部電極を形成し、前記平坦化膜の上方の表示パネルの表示部の周辺領域に電極
板を形成し、前記平坦化膜の上方の表示パネルの表示部内における前記下部電極の形成領
域外に前記下部電極と電気的に絶縁され前記電極板と電気的に接続された補助電極を形成
する第３工程と、前記下部電極より上層に、画素を区画する隔壁を形成する第４工程と、
前記隔壁で仕切られた領域に前記有機ＥＬ層を形成する第５工程と、前記有機ＥＬ層の上
方に、前記下部電極との間の電流供給により前記有機層を発光させ前記補助電極と電気的
に接続される上部電極を形成する第６工程と、を含み、前記電極板は、前記平坦化膜の表
面の一部を開放する孔部を有し、前記第３工程および前記第４工程の少なくともいずれか
一方の工程において、前記電極板の孔部を介して前記平坦化膜から生ずるアウトガスを排
出し、前記電極板は、前記電極板を介して電流を受ける給電部を有し、前記孔部は、前記
孔部と近接する前記表示部の辺と平行する方向が長い矩形形状に開口し、前記孔部は、前
記補助電極と前記電極板との接続部と、前記給電部との間の電流の流れに沿うように開口
している。
【００６２】
　本態様によると、前記平坦化膜を覆う電極板に、前記平坦化膜の表面の一部を開放する
孔部を設けている。そして、前記電極板の孔部を介して前記平坦化膜から生ずるアウトガ
スを排出し、その上で、前記電極板を前記上部電極で覆い、前記補助電極と前記上部電極
とを電気的に接続する。
【００６３】
　これにより、前記平坦化膜内に水分や酸などの成分が吸収された状態の平坦化膜を電極
板で覆ったとしても、前記平坦化膜に含まれるアウトガスは前記孔部を介して排出される
。そのため、その状態で、前記平坦化膜上に前記画素部が積層すれば、その後に、前記平
坦化膜に含まれた水分や酸などの成分がアウトガスとなって前記有機層に漏れ出して、前
記有機層が前記アウトガスと反応して前記有機層の品質を劣化するのを防止できる。その
結果、前記画素シュリンクが発生するのを防止できる。
【００６４】
　また、前記平坦化膜内に密封された水分や酸などの成分を排出させるので、前記成分が
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アウトガスとなって、そのガス圧力により前記電極板が剥がれるのを防止できる。そのた
め、前記アウトガスが前記表示部の周辺部の有機層に漏れ出して、前記有機層が前記アウ
トガスと反応して前記周辺部が白色化するのを防止できる。
【００６５】
　本発明に係る表示パネル装置の製造方法の１つの態様では、前記第３工程および前記第
４工程の前記少なくともいずれか一方の工程は、熱処理を含む工程であり、前記第３工程
および前記第４工程の前記少なくともいずれか一方の工程における熱処理によって、前記
電極板の孔部を介して前記平坦化膜から生ずるアウトガスを排出させる。
【００６６】
　本態様によると、前記第３工程および前記第４工程の前記少なくともいずれか一方の工
程における熱処理によって発生する熱を利用して、前記電極板の孔部を介して前記平坦化
膜からアウトガスを排出させるようにしてもよい。
【００６７】
　本発明に係る表示パネル装置の製造方法の１つの態様では、前記第３工程の熱処理は、
前記下部電極、前記電極板及び前記補助電極にアニール処理を施す処理である。
【００６８】
　本態様によると、前記第３工程において、前記下部電極、前記電極板及び前記補助電極
にアニール処理を施す熱処理によって発生する熱を利用して、前記電極板の孔部を介して
前記平坦化膜からアウトガスを排出させるようにしてもよい。
【００６９】
　本発明に係る表示パネル装置の製造方法の１つの態様では、前記第４工程の熱処理は、
前記隔壁にアニール処理を施す処理である。
【００７０】
　本態様によると、前記第４工程において、前記隔壁にアニール処理を施す熱処理によっ
て発生する熱を利用して、前記電極板の孔部を介して前記平坦化膜からアウトガスを排出
させるようにしてもよい。
【００７１】
　本発明に係る表示パネル装置の製造方法の１つの態様では、前記下部電極、前記電極板
及び前記補助電極の上方に各画素間を区画するための画素規制層を形成する第７工程を、
前記第３工程と前記第４工程との間に含む。
【００７２】
　本態様によると、画素規制層を用いて各画素間を区画してもよい。
【００７３】
　本発明に係る表示パネル装置の製造方法の１つの態様では、前記上部電極は陰極であり
、前記下部電極は陽極であり、前記下部電極と前記有機ＥＬ層との間に、前記下部電極か
ら前記有機ＥＬ層に正孔を注入する正孔注入層を形成する第８工程を、前記第７工程と前
記第４工程との間に含み、前記第８工程は、熱処理を含み、前記熱処理によって、前記電
極板の孔部を介して前記平坦化膜から生ずるアウトガスを排出する。
【００７４】
　本発明に係る表示パネル装置の製造方法の１つの態様では、前記第８工程における熱処
理は、前記正孔注入層にアニール処理を施す処理である。
【００７５】
　本態様によると、前記８工程において、前記正孔注入層にアニール処理を施す熱処理に
よって発生する熱を利用して、前記電極板の孔部を介して前記平坦化膜からアウトガスを
排出させるようにしてもよい。
【００７６】
　本発明に係る表示パネル装置の製造方法の１つの態様では、前記上部電極は陰極であり
、前記下部電極は陽極であり、前記上部電極と前記有機ＥＬ層との間に、前記上部電極か
ら前記有機ＥＬ層に電子を輸送する電子輸送層を形成する第９工程を、前記第５工程と前
記第６工程との間に含む。
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【００７７】
　本態様によると、電子輸送層を用いて、表示パネル装置の発光性能の改善を図ってもよ
い。
【００７８】
　以下、本発明の実施の形態に係る表示パネル装置について、図面を参照しながら詳細に
説明する。
【００７９】
　実施の形態の説明では、１つの典型例として、アクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示
パネル装置の例を用いるが、本発明の表示パネル装置は、有機ＥＬ表示パネル装置に限定
されるものではなく、独立に発光制御可能な複数の画素部を配列してなる表示部と、表示
部に配置された画素部の動作電流を供給するための配線としての電極板とを備えた表示パ
ネル装置に広く適用できる。
【００８０】
　（表示パネル装置の概要）
　図１は、本発明の実施の形態に係る表示パネル装置１の構造の一例を示す平面図である
。なお、図１は説明のための模式図であり、各部の大きさの比は不同に描かれている。ま
た、以下で大まかに言及されている表示パネル装置１の積層構造については、図４～７を
参照して、後ほど改めて詳細に説明する。
【００８１】
　表示パネル装置１は、図１に示されるように、基板１０上にＴＦＴ層２０および平坦化
膜３０をこの順に積層してなる構造体の上に、独立に発光制御可能な複数の画素部５１を
配置した表示部５２を形成し、封止膜４０、樹脂層６０、およびガラス基板７０にて全面
を封止して構成される。
【００８２】
　表示部５２には、画素部５１ごとに分離された下部電極３１と、一面に設けられた上部
電極３９とで、電界発光機能を有する有機層を挟んでなる有機ＥＬ素子が形成されている
。有機層は、例えば、有機材料または無機材料からなる正孔注入層、有機ＥＬ層、および
電子輸送層の積層構造体である。
【００８３】
　補助電極３２および電極板３３は、画素部５１の有機ＥＬ素子に動作電流を流す配線で
あり、上部電極３９は、表示部５２内で補助電極３２と接続され、表示部５２外で電極板
３３と接続されている。補助電極３２は電極板３３と接続され、電極板３３は給電部２８
と接続されている。下部電極３１は、ＴＦＴ層２０に設けられた駆動素子と接続されてい
る。理解のため、下部電極３１、補助電極３２、および電極板３３が設置される範囲をハ
ッチングで示している。
【００８４】
　それぞれの画素部５１において、駆動素子から下部電極３１を介して供給され、上部電
極３９から電極板３３を介して給電部２８へ流れる動作電流によって、有機層が発光する
。
【００８５】
　電極板３３は、表示部５２外で平坦化膜３０を覆うように形成され、平坦化膜３０から
のアウトガスを排出する複数の孔部５０を有している。
【００８６】
　このように構成された表示パネル装置１では、上部電極３９と接続する電極板３３を表
示部５２外の広い領域に設けることにより、画素部５１から給電部２８までの電気抵抗を
低く抑えることができ、かつ電極板３３に孔部５０を設けたので、平坦化膜３０にアウト
ガスが密閉されにくくなる。
【００８７】
　その結果、動作電流の供給不足から生じる輝度の低下、輝度むら、およびコントラスト
の低下が軽減されて表示品位が高まり、かつ平坦化膜３０にアウトガスが密閉されること
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で生じる不具合が低減される。
【００８８】
　図２は、図１に示される表示パネル装置１の右下隅付近の構造を詳細に示す拡大平面図
である。
【００８９】
　図２に示されるように、電極板３３の辺部に設けられる給電部２８は、一例として、頂
点を表示部５２に向けた三角形をしており、また、電極板３３の角部に設けられる給電部
２８は、一例として、平行な一対の辺のうちのより短い一方である上辺を表示部５２に向
けた台形をしている。給電部２８は、例えば導電膜であり、図２に示される三角形および
台形の領域において電極板３３と接続され、さらに図外へ延設されていてもよい。すなわ
ち、本明細書において給電部の形状とは、電極板３３と給電部２８とが接続される領域の
形状として定義される。
【００９０】
　隔壁３６は、例えば、図面の縦方向に沿って設けられる。補助電極３２は、下部電極３
１が形成されていない領域に、隔壁３６と平行する方向に沿って設けられ、有機ＥＬ層３
７は、隣接する隔壁３６で仕切られた帯状の領域に配置される。
【００９１】
　図２に示す構成において、隔壁３６で仕切られた帯状の領域ごとに、赤、青、緑で発光
する有機ＥＬ層３７を設けることにより、カラー表示パネル装置を構成できる。この場合
、各画素部５１はサブ画素に対応し、それぞれ赤、青、緑で発光する３つの隣接する画素
部５１により１つの画素が構成される。なお、後述するように、隔壁３６で仕切られた帯
状の領域内における隣接する下部電極３１間に絶縁性の材料からなる画素規制層を設けて
、隣接する画素部５１を区画してもよい。
【００９２】
　電極板３３には、電極板３３内に流れる各画素部５１の動作電流の向きに沿うように、
表示部５２の近接する辺と平行する方向が長い矩形の孔部５０が設けられる。理解のため
、下部電極３１、補助電極３２、および電極板３３が設置される範囲を右下がりのハッチ
ングで示し、隔壁３６が設置される範囲を右上がりのハッチングで示している。
【００９３】
　下部電極３１と補助電極３２とは所定の間隔を空けて設けられ、孔部５０は、下部電極
３１と補助電極３２との間に設けられる間隔に対応する幅で開口している。孔部５０の幅
は、例えば、下部電極３１と補助電極３２との間に設けられる間隔と同じであってもよい
。
【００９４】
　図３に示されるように、電極板３３の辺部に設けられる給電部２８は、上辺を表示部５
２に向けた台形をしていてもよい。
【００９５】
　（表示パネル装置の詳細な構造）
　以下、図４～図７を用いて、表示パネル装置１の詳細な構造について説明する。
【００９６】
　なお、図４～図７は説明のための模式図であり、膜厚、各部の大きさの比、繰り返し配
置される要素の個数などは、必ずしも厳密ではない。また、図４～図７に示される表示パ
ネル装置１の構成は代表例であり、表示パネル装置１を限定するものではない。以下では
、図１で説明した構成要素には同一の符号を付して、適宜説明を省略する。
【００９７】
　図４は、図２に示されるＡＡ’線に沿った表示パネル装置１の切断面を示す断面図であ
る。図４に示されるように、図２のＡＡ’線の断面において、基板１０の上面には、後述
するＴＦＴ層２０の上面を平坦化する平坦化膜３０、画素部５１ごとに分離され陽極とし
て用いられる下部電極３１、下部電極３１とは電気的に分離された補助電極３２、補助電
極３２と電気的に接続されている電極板３３、正孔輸送性を持つ有機材料または無機材料



(16) JP WO2011/045911 A1 2011.4.21

10

20

30

40

50

からなる正孔注入層３４、感光性樹脂からなる隔壁３６、電界発光機能を有する有機材料
からなる有機ＥＬ層３７、電子輸送性を持つ有機材料からなる電子輸送層３８、導電性の
材料からなり陰極として用いられる上部電極３９、絶縁性の材料からなる封止膜４０が設
けられる。
【００９８】
　なお、下部電極３１とは電気的に分離された補助電極３２とは、下部電極３１と補助電
極３２とが、１つの導電膜をパターニングすることによって、同一層において電気的に分
離して形成されていることを意味する。
【００９９】
　封止膜４０の上方にはシール部材６１を介してガラス基板７０が設けられ、封止膜４０
とガラス基板との間には樹脂層６０が充填される。
【０１００】
　電極板３３は、表示部５２外で平坦化膜３０を覆うように形成され、平坦化膜３０の表
面の一部を開放する複数の孔部５０を有している。電極板３３は、表示部５２外に設けら
れ、平坦化膜３０が設置されていない領域において、給電部２８と電気的に接続されてい
る。また、電極板３３は、表示部５２外で隔壁３６が設置されていない領域において、上
部電極３９と電気的に接続されている。
【０１０１】
　前述したように、孔部５０は、下部電極３１と補助電極３２との間に設けられる間隔に
対応する幅（例えば、当該間隔と同じ幅）で開口している。これにより、表示パネル装置
１の製造工程において、表示部５２内と表示部５２外とで同程度に、平坦化膜３０に含ま
れるアウトガスは孔部５０を介して排出できる。そのため、表示部５２以外の領域で平坦
化膜３０内に水分や酸などの成分が過度に密閉されるのを防止できる。
【０１０２】
　図５は、図２に示されるＤＤ’線に沿った表示パネル装置１の切断面を示す断面図であ
る。図５に示されように、図２のＤＤ’線の断面において、基板１０の上面には、ゲート
絶縁膜２２およびソース・ドレイン電極２４を含む薄膜トランジスタである駆動素子２５
、層間絶縁膜２６、およびＩＴＯ（インジウムスズ酸化物）膜２７が設けられる。なお、
駆動素子２５は、図５の切断面には現れていないが、例えばゲート電極、半導体膜などの
構成薄膜トランジスタとして一般的に必要な他の構成を別断面において有している。駆動
素子２５は、図示しない別の薄膜トランジスタである選択素子や、輝度電圧を保持するキ
ャパシタとともに駆動回路を構成する。基板１０と平坦化膜３０との間の前記駆動回路が
設けられる領域をＴＦＴ層２０と呼ぶ。
【０１０３】
　画素部５１とＴＦＴ層２０との間には、ＴＦＴ層２０の上面を平坦化する平坦化膜３０
が設けられる。
【０１０４】
　下部電極３１は、平坦化膜３０および層間絶縁膜２６を貫通して設けられるコンタクト
ホールを通して、駆動素子２５のソース・ドレイン電極２４と電気的に接続されている。
また、上部電極３９は、表示部５２内で隔壁３６が設置されていない領域において、電子
輸送層３８を介して補助電極３２と電気的に接続されている。
【０１０５】
　電極板３３は、表示部５２外で平坦化膜３０を覆うように形成され、平坦化膜３０の表
面の一部を開放する複数の孔部５０を有している。電極板３３は、表示部５２外に設けら
れ、平坦化膜３０が設置されていない領域において、給電部２８と電気的に接続されてい
る。また、電極板３３は、表示部５２外で隔壁３６が設置されていない領域において、上
部電極３９と電気的に接続されている。
【０１０６】
　なお、下部電極３１と正孔注入層３４との間に、画素規制層３５を設けてもよい。画素
規制層３５は、絶縁性の材料からなり、下部電極３１の非所望の部分を覆うことにより、
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発光領域を規制する。例えば、コンタクトホールの内部および近傍の下部電極３１を画素
規制層３５で覆うことで、有機ＥＬ層３７の膜厚が制御しにくく発光が不安定になり易い
コンタクトホール部分での発光を禁止することができる。また、図２および図３に示され
る隔壁３６で仕切られた帯状の領域内における隣接する下部電極３１間を画素規制層３５
で覆うことで、隣接する画素部５１を区画することができる。
【０１０７】
　図６は、図２に示されるＢＢ’線に沿った表示パネル装置１の切断面を示す断面図であ
る。図６に示されるように、図２のＢＢ’線の断面において、画素部５１の端部の断面に
は、下部電極３１および電極板３３の孔部５０は現れない。
【０１０８】
　図７は、図２に示されるＣＣ’線に沿った表示パネル装置１の切断面を示す断面図であ
る。図７に示されるように、図２のＣＣ’線の断面において、表示部５２外の断面には、
下部電極３１、補助電極３２、正孔注入層３４、有機ＥＬ層３７、電子輸送層３８は現れ
ない。
【０１０９】
　本態様によると、平坦化膜３０を覆う電極板３３に、平坦化膜３０の表面の一部を開放
する孔部５０を設けている。これにより、平坦化膜３０内に水分や酸などの成分が吸収さ
れた状態の平坦化膜３０を電極板３３で覆ったとしても、平坦化膜３０に含まれるアウト
ガスは孔部５０を介して排出される。
【０１１０】
　そのため、アウトガスが排出された状態で、平坦化膜３０上に画素部５１を積層すれば
、その後さらに、平坦化膜３０に含まれた水分や酸などの成分がアウトガスとなって有機
層（有機材料からなる正孔注入層３４、有機ＥＬ層３７、および電子輸送層３８の積層構
造体を言う。なお、正孔注入層３４については、無機材料にて構成してもよい。）に漏れ
出して、前記有機層が前記アウトガスと反応して前記有機層の品質を劣化するのを防止で
きる。その結果、前記画素シュリンクが発生するのを防止できる。
【０１１１】
　また、平坦化膜３０内に密封された水分や酸などの成分を排出させるので、前記成分が
アウトガスとなって、そのガス圧力により電極板３３が剥がれるのを防止できる。そのた
め、前記アウトガスが表示部５２の周辺部の前記有機層に漏れ出して、前記有機層が前記
アウトガスと反応して前記周辺部が白色化するのを防止できる。
【０１１２】
　（孔部の形状に関する検討）
　発明者らは、相異なる形状の孔部を有する複数の電極板の電気抵抗を比較することによ
り、図２に示されるような孔部５０の形状が、電極板３３内での駆動電流の流れを妨げに
くい点で優れていることを見出した。以下、この検討の内容について説明する。
【０１１３】
　図８（Ａ）～図８（Ｄ）は、電気抵抗の比較に用いた電極板の形状の一例を示す図であ
る。全ての電極板は、同じ大きさの正方形で、かつ同じ厚さであるとし、図８（Ａ）は孔
部なし、図８（Ｂ）は八角形の孔部（開口率１０％）、図８（Ｃ）は電流方向と直交する
方向が長い矩形の孔部（開口率９％）、および図８（Ｄ）は電流方向と平行する方向が長
い矩形の孔部（開口率９％）を想定した。
【０１１４】
　シミュレーションにより、それぞれの電極板の左辺と右辺とに既知の電圧をかけた場合
に流れる電流値から抵抗値を求め、図８（Ａ）の抵抗値で正規化した。図８（Ａ）～図８
（Ｄ）の電極板の抵抗値（正規化値）は、それぞれ１．０、１．２、１．９、１．１であ
った。
【０１１５】
　この結果から、電極板に孔部を設ける場合には、孔部の形状を電流が流れる方向に長い
矩形にすることが、電極板の電気抵抗の増加を抑える上で有利であることを確認した。
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【０１１６】
　次に、電極板３３の実用の条件下で、電流方向に長い矩形の孔部を設けた場合に、電気
抵抗の増加が許容範囲に収まるか検討した。当該実用の条件の一例として、膜厚０．１５
μｍ、抵抗率５．５５Ｅ－８Ωｍを用いた。
【０１１７】
　図９（Ａ）、図９（Ｂ）は、電極板３３の一部を、それぞれ孔部５０がない場合とある
場合とについて示した図である。これらの電極板３３における電流分布および抵抗成分を
、有限要素法を用いて解析した。矢印は、その解析の結果である電流方向を大まかに示し
ている。なお、何れの電極板３３も、上辺が表示部５２に向かって補助電極３２と接続さ
れ、左下斜辺が給電部２８と接続される。図９（Ａ）、図９（Ｂ）に示すように、補助電
極３２と電極板３３との接続部から流れる電流は、給電部２８に向かって流れ込む。この
際、電流の向きは、給電部２８に近づくに従って前記孔部と近接する表示部５２の辺と平
行する方向に沿うような向きに遷移する。
【０１１８】
　図９（Ａ）に示されるように、孔部がない場合は、表示部５２から電極板３３の上辺へ
流入した電流は、電極板３３の左下斜辺から給電部２８へ流出して、給電部２８の三角形
の斜辺または台形の側辺で受け取られる。この場合の電極板３３の抵抗成分は０．２０Ω
であった。
【０１１９】
　図９（Ｂ）に示されるように、表示部５２の近接する辺と平行する方向が長い矩形の孔
部５０を電極板３３に設けた場合は、電極板３３内の電流は、孔部がない場合と比べて大
きく乱れることなく、孔部５０に沿って表示部５２から給電部２８へ流れ、給電部２８の
三角形の斜辺または台形の側辺で受け取られる。この場合の電極板３３の抵抗成分は０．
３７Ωであった。
【０１２０】
　孔部５０がある場合の抵抗成分は、電源の電圧降下や有機ＥＬ素子の発光効率について
発明者らが想定した条件において、必要量の電流を表示部５２へ供給することができる許
容範囲に収まることを確認した。
【０１２１】
　本態様によると、孔部５０を、補助電極３２と電極板３３との接続部と、給電部２８と
の間の電流の流れに沿って開口させている。これにより、孔部５０を電流の流れる方向に
合わせているので、孔部５０が電流の流れの抵抗になるのを抑制し、抵抗値の変化を抑え
ることができる。
【０１２２】
　代表的な一例では、孔部５０は、前記孔部５０と近接する表示部５２の辺と平行する方
向が長い矩形形状に開口している。これにより、孔部５０の開口の矩形形状は、電流の流
れる方向に近似するので、前記孔部の開口が電流の流れの抵抗になるのを抑制し、抵抗値
の変化を抑えることができる。
【０１２３】
　孔部５０は、孔部５０の開口が電極板３３を流れる電流の抵抗になるのを抑制する観点
から、近接する給電部２８および表示部５２との位置関係に応じた種々の好適な形状に設
けられる。
【０１２４】
　例えば、図１及び図２で示されるように、電極板３３の各辺の角部から離れた位置に設
けられる給電部２８は、頂点を表示部５２に向けた三角形状である。
【０１２５】
　ここで、孔部５０の中で前記三角形状の斜辺と表示部５２との間に配置された所定の孔
部５０は、前記所定の孔部５０と近接する表示部５２の辺と平行する方向が長い矩形形状
に開口し、前記所定の孔部５０は、補助電極３２と電極板３３との接続部と、給電部２８
との間の電流の流れに沿って開口している。また、前記所定の孔部５０は、前記所定の孔
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部５０と隣接する表示部５２の辺と平行する方向が長い矩形形状に開口することで、表示
部５２の辺と平行する方向への前記電流の流れを助長することにもなる。
【０１２６】
　表示部５２から孔部５０に沿って電極板３３を介して流れた電流は表示部５２の辺と平
行する方向に流れるので、給電部２８はその電流を前記三角形状の斜辺で受ける。これに
より、給電部２８の占有面積を大きくすることなく、三角形状の斜辺を利用して電流を受
けることができる。即ち、比較的長さを確保できる三角形の斜辺を用いて電流を受けるこ
とになる。従って、給電に寄与する辺が長くなるために電流の流出入できる領域が広くな
り、抵抗成分が小さくなる。そのため、給電部２８の占有面積を比較的小さく抑えつつ、
効率的に電流を給電できるという効果が得られる。
【０１２７】
　孔部５０のこのような形状は、図２に示される電極板３３の下辺および右辺に設けられ
る三角形状の給電部２８の近傍のみならず、図１の電極板３３の上辺および左辺に設けら
れる三角形状の給電部２８の近傍においても同様に採用される。
【０１２８】
　また、例えば、図１及び図２で示されるように、電極板３３の各辺の角部に設けられる
給電部２８は、上辺を表示部５２に向けた台形形状である。
【０１２９】
　この場合、給電部２８は、上辺を表示部５２に向けた台形形状をしており、孔部５０の
中で前記台形形状の上辺と表示部５２との間に配置された所定の孔部５０（図２では、Ｃ
Ｃ’線上に同じ長さの短い４本のスリットとして示されている）は、前記所定の孔部５０
と近接する表示部５２の辺と平行する方向が短い矩形形状に開口し、前記所定の孔部５０
は、補助電極３２と電極板３３との接続部と、給電部２８との間の電流の流れに沿って開
口している。
【０１３０】
　電極板３３の各辺の角部に設けられる台形形状である給電部２８は、表示部５２から孔
部５０に沿って電極板３３を介して流れた電流を、前記台形形状の側辺及び上辺で受ける
。これにより、給電部２８の占有面積を大きくすることなく、台形形状の上辺を利用して
電流を受けることができる。即ち、比較的長さを確保できる台形形状の側辺を用いて電流
を受け、加えて、前記台形形状の上辺も用いて電流を受けることになる。従って、給電に
寄与する辺が長くなるために電流の流出入できる領域が広くなり、抵抗成分が小さくなる
。そのため、給電部２８の占有面積を比較的小さく抑えつつ、効率的に電流を給電できる
という効果が得られる。
【０１３１】
　孔部５０のこのような形状は、図２に示される電極板３３の下辺右端に設けられる台形
形状の給電部２８の近傍のみならず、電極板３３の下辺左端および上辺の両端に設けられ
る台形形状の給電部２８の近傍においても同様に採用される。
【０１３２】
　また、例えば、図３で示されるように、電極板３３の下辺および右辺の角部から離れた
位置に設けられる給電部２８は、上辺を表示部５２に向けた台形形状としてもよい。
【０１３３】
　ここで、孔部５０の中で前記台形形状の側辺と表示部５２との間に配置された所定の孔
部５０は、前記所定の孔部５０と近接する表示部５２の辺と平行する方向が長い矩形形状
に開口することで、前記所定の孔部５０は、補助電極３２と電極板３３との接続部と、給
電部２８との間の電流の流れに沿って開口している。また、前記所定の孔部５０は、前記
所定の孔部５０と隣接する表示部５２の辺と平行する方向が長い矩形形状に開口すること
で、表示部５２の辺と平行する方向への前記電流の流れを助長することにもなる。
【０１３４】
　表示部５２から孔部５０に沿って電極板３３を介して流れた電流は表示部５２の辺と平
行する方向に流れるので、給電部２８はその電流を前記台形形状の側辺で受ける。これに
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より、給電部２８の占有面積を大きくすることなく、台形形状の側辺を利用して電流を受
けることができる。即ち、比較的長さを確保できる台形形状の側辺を用いて電流を受ける
ことになる。従って、給電に寄与する辺が長くなるために電流の流出入できる領域が広く
なり、抵抗成分が小さくなる。そのため、給電部２８の占有面積を比較的小さく抑えつつ
、効率的に電流を給電できるという効果が得られる。
【０１３５】
　孔部５０のこのような形状は、図３に示される電極板３３の下辺および右辺に設けられ
る台形形状の給電部２８の近傍のみならず、電極板３３の上辺および左辺に設けられる台
形形状の給電部２８の近傍においても同様に採用されてもよい。
【０１３６】
　なお、電極板３３の抵抗を小さくするためには、複数の孔部５０は、矩形形状の長手方
向が図９（Ａ）で示す電流方向に忠実に沿うように徐々に方向を変えながら配置すること
も想定できる。しかしながら、孔部５０をそのような複雑な形状に形成すると、孔部５０
の閉塞や連結といった形状の欠陥が生じやすく、歩留まりを損なう原因となることも考え
られる。また、全ての孔部５０を配置するための電流方向を正確に割り出すことは非常に
困難である。さらに、図９（Ａ）に示す電流の流れに沿って複数の孔部５０を配置すると
、複数の孔部の配置は、個々の電流の流れに対してはその流れに沿うものであっても、他
の電流の流れに対して妨げとなり得る。
【０１３７】
　そのため、例えば図９（Ｂ）示すように、全ての孔部５０を主たる電流方向に沿って一
定の方向に整列配置することが好ましい。そのような整列配置によれば、個々の電流の流
れを包含した全体としての電流の流れが形成されるから、孔部５０が電流の流れを阻害し
にくくなり、電極板３３の抵抗を小さくする効果が得られる。孔部５０が一定の方向に整
列されていないと、電流のスムーズな流れの形成が阻止される。
【０１３８】
　（表示パネル装置の製造方法）
　次に、本発明に係る表示パネル装置の製造方法について説明する。本発明に係る表示パ
ネル装置の製造方法は、平坦化膜上の電極板に上述した好ましい形状の孔部を設ける工程
、およびその孔部を通して平坦化膜からのアウトガスを排出させる工程を含むことによっ
て特徴付けられる。
【０１３９】
　以下、本発明の実施の形態に係る表示パネル装置の製造方法について、図面を参照しな
がら詳細に説明する。
【０１４０】
　図１０は、本発明の実施の形態に係る表示パネル装置の製造方法の一例を示すフローチ
ャートである。上述した表示パネル装置１を製造する場合の例を、図１０に従って、図２
および図４を参照しながら説明する。
【０１４１】
　なお、以下で説明する各工程は周知のプロセス技術を用いて実施できるため、プロセス
条件などの詳細な説明は適宜省略する。また、以下で示す材料およびプロセスは１つの典
型例であって、本発明の表示パネル装置およびその製造方法を限定するものではない。適
性が知られている他の材料およびプロセスを代用した場合も本発明に含まれる。
【０１４２】
　ガラスまたはプラスチックからなる基板１０の主面に、半導体膜、絶縁膜、金属膜を成
膜およびパターニングすることで、駆動素子２５および給電部２８を含むＴＦＴ層２０を
形成する（Ｓ１０：第１工程）。
【０１４３】
　ポリイミド樹脂などの絶縁性の有機材料をスピンコート、ノズルコートなどの方法で全
面塗布し、ベークすることで、平坦化膜３０を形成する。駆動素子２５のソース・ドレイ
ン電極２４の上部に形成された層間絶縁膜２６および平坦化膜３０、並びに、給電部２８



(21) JP WO2011/045911 A1 2011.4.21

10

20

30

40

50

の上部に形成された平坦化膜３０を、フォトエッチングにより除去する（Ｓ１１：第２工
程）。
【０１４４】
　スパッタリングにより平坦化膜３０上に金属膜を成膜し、フォトエッチングすることで
、金属膜を図５に示されるような形状の下部電極３１、補助電極３２、および電極板３３
にパターニングする。このとき、電極板３３に下層の平坦化膜３０に達して、平坦化膜３
０の表面の一部を開放する孔部５０が形成される。下部電極３１、補助電極３２、および
電極板３３をアニールする（Ｓ１２：第３工程）。
【０１４５】
　この工程で、層間絶縁膜２６および平坦化膜３０が除去されている部分において、下部
電極３１と駆動素子２５のソース・ドレイン電極２４とが電気的に接続し、電極板３３と
給電部２８とが電気的に接続する。また、アニールの熱処理によって、平坦化膜３０に残
留している水分や酸などの成分がアウトガスとして孔部５０を通して排出される。
【０１４６】
　次に、ＳｉＯ２、ＳｉＮ、ＳｉＯＮ、Ａｌ２Ｏ３、ＡｌＮなどの絶縁性の無機材料また
はポリイミド樹脂などの絶縁性の有機材料からなる膜を下部電極３１上に成膜し、フォト
エッチングすることで、画素規制層３５を形成する（Ｓ１３：第７工程）。
【０１４７】
　ＰＥＤＯＴ（ポリエチレンジオキシチオフェン）などの有機材料を、インクジェット、
ノズルコートなどの方法で表示部５２となる範囲に塗布し、アニールすることで、正孔注
入層３４を形成する（Ｓ１４：第８工程）。なお、正孔注入層３４は、Ｗ、Ｔｉ、Ｍｏ、
Ｖ、Ｇａなどの無機材料の少なくとも１つを蒸着し、アニールすることで形成してもよい
。
【０１４８】
　この工程で、アニールの熱処理によって、平坦化膜３０に残留している水分や酸などの
成分がアウトガスとして、正孔注入層３４で覆われていない孔部５０を通して排出される
。
【０１４９】
　感光性のポリイミド樹脂をスピンコート、ノズルコートなどの方法で全面塗布し、フォ
トリソグラフィーにてパターニングし、アニールすることで、図２および図３に示される
ような形状の隔壁３６を形成する（Ｓ１５：第４工程）。
【０１５０】
　この工程で、アニールの熱処理によって、平坦化膜３０に残留している水分や酸などの
成分がアウトガスとして、隔壁３６で覆われていない孔部５０を通して排出される。
【０１５１】
　Ａｌｑ３（アルミキノリノール錯体）などの電界発光機能を有する有機材料を含む機能
液を、インクジェット法により隣接する隔壁３６で仕切られた帯状の領域に配置し、乾燥
させることで、有機ＥＬ層３７を形成する（Ｓ１６：第５工程）。
【０１５２】
　オキサジアゾール誘導体などからなる有機材料を真空蒸着することで、電子輸送層３８
を形成する（Ｓ１７：第９工程）。
【０１５３】
　インジウムスズ酸化物やインジウム亜鉛酸化物などの透明導電材料を真空蒸着すること
で、上部電極３９を形成する（Ｓ１８：第６工程）。
【０１５４】
　最後に、封止膜４０、樹脂層６０、シール部材６１、およびガラス基板７０を設けて完
成する（Ｓ１９）。なお、ガラス基板７０に代えて、例えば、カラーフィルター基板等を
設けてもよい。
【０１５５】
　本態様によると、平坦化膜３０を覆う電極板３３に、平坦化膜３０の表面の一部を開放
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する孔部５０を設けている。そして、電極板３３の孔部５０を介して平坦化膜３０から生
ずるアウトガスを排出し、その上で、電極板３３を上部電極３９で覆い、補助電極３２と
上部電極３９とを電気的に接続する。
【０１５６】
　これにより、平坦化膜３０内に水分や酸などの成分が吸収された状態の平坦化膜３０を
電極板３３で覆ったとしても、平坦化膜３０に含まれるアウトガスは孔部５０を介して排
出される。そのため、その状態で、平坦化膜３０上に画素部５１が積層すれば、その後に
、平坦化膜３０に含まれた水分や酸などの成分がアウトガスとなって有機層（有機材料か
らなる正孔注入層３４、有機ＥＬ層３７、および電子輸送層３８の積層構造体を言う）に
漏れ出して、前記有機層が前記アウトガスと反応して前記有機層の品質を劣化するのを防
止できる。その結果、前記画素シュリンクが発生するのを防止できる。
【０１５７】
　また、平坦化膜３０内に密封された水分や酸などの成分を排出させるので、前記成分が
アウトガスとなって、そのガス圧力により電極板３３が剥がれるのを防止できる。そのた
め、前記アウトガスが表示部５２の周辺部の有機層に漏れ出して、前記有機層が前記アウ
トガスと反応して前記周辺部が白色化するのを防止できる。
【０１５８】
　（表示パネル装置の利用例）
　以上、説明した表示パネル装置１は、例えばテレビジョンセットなどの表示装置に利用
される。
【０１５９】
　図１１は、表示パネル装置１を利用した表示装置の一例としてのテレビジョンセットの
外観図である。本態様によると、表示パネル装置１を表示装置に利用することができる。
【０１６０】
　表示パネル装置１は、このようなテレビジョンセット以外にも、携帯電話機、パーソナ
ルコンピュータなどのあらゆる表示装置に利用できる。
【０１６１】
　（変形例）
　以上、本発明の有機ＥＬ表示装置について、実施の形態に基づいて説明したが、本発明
は、この実施の形態に限定されるものではない。本発明の趣旨を逸脱しない限り、当業者
が思いつく各種変形を本実施の形態に施したものも本発明の範囲内に含まれる。
【０１６２】
　例えば、図１２又は図１３に示すように、下部電極３１と補助電極３２とを、絶縁膜４
１を介在して異なる層に形成してもよい。
【０１６３】
　図１２は、変形例に係る表示パネル装置２の構造の一例を示す断面図である。図１２は
、図４に示される表示パネル装置１の切断面に対応する切断面を示している。
【０１６４】
　図１２に示されるように、表示パネル装置２において、補助電極３２は平坦化膜３０の
上面に設けられ、下部電極３１および電極板３３は、補助電極３２を覆う絶縁膜４１の上
面に設けられる。
【０１６５】
　このような構成によれば、下部電極３１と補助電極３２とが絶縁膜４１にて電気的に絶
縁されるので、補助電極３２の配置の自由度が高まる。
【０１６６】
　例えば、補助電極３２を、絶縁膜４１を介在して、下部電極３１と異なる層において平
面視で下部電極３１と重なる広い領域に配置すれば、補助電極３２の電気抵抗を低減させ
てより多くの動作電流を安定的に供給することが可能となる。
【０１６７】
　図１３は、変形例に係る表示パネル装置３の構造の一例を示す断面図である。図１３は
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、図４に示される表示パネル装置１の切断面に対応する切断面を示している。
【０１６８】
　図１３に示されるように、表示パネル装置３において、下部電極３１及び電極板３３を
平坦化膜３０の上面に設け、補助電極３２を下部電極３１及び平坦化膜３０を覆う絶縁膜
４１の上面に設けてもよい。即ち、補助電極３２を下部電極３１よりも上層となるように
配置してもよい。
【０１６９】
　また、図１４に示す表示パネル装置４のように、補助電極３２を隔壁３６と直交する方
向に沿って設けてもよく、図１５に示すように、補助電極３２を隔壁３６と平行する方向
および直交する方向の両方向に沿って設けてもよい。
【０１７０】
　図１５は、変形例に係る表示パネル装置５の構造の一例を示す平面図である。
【０１７１】
　表示パネル装置５には、図示しない隔壁が、表示パネル装置１と同じく、図面の縦方向
に沿って設けられているとする。補助電極３２は、隔壁と平行する方向および直交する方
向の両方向に沿って設けられる。
【０１７２】
　また、孔部５０の具体的な配置は、図２に例示したものに限られない。例えば、１つの
画素が、赤、緑、青でそれぞれ発光する３つのサブ画素で構成されるカラー表示パネル装
置に好適な、孔部５０の別の配置を考えることができる。
【０１７３】
　図１６は、変形例に係る孔部５０の配置を模式的に示す平面図である。
【０１７４】
　図１６において、下部電極３１、補助電極３２、および電極板３３が設置される範囲を
ハッチングで示している。小円は下部電極３１と下層の駆動素子とを接続するためのコン
タクトホールを表している。また、図示しない隔壁が、横方向に隣接する下部電極３１の
間、および下部電極３１と補助電極３２との間に、縦方向に設けられる。
【０１７５】
　表示部において、隣接する隔壁で仕切られた３つの帯状の領域が１つの画素列を構成し
、３つの帯状の領域に、それぞれ赤、緑、青で発光する有機ＥＬ層が設けられる。これに
より、赤、緑、青で発光する３つのサブ画素が横方向に並んで形成され、それらのサブ画
素から１画素が構成される。
【０１７６】
　孔部は、表示部の画素の形状を模した擬似画素の形状に形成される。すなわち、表示部
の１つの画素と孔部の１つの擬似画素とは同じ大きさで、画素において下部電極３１と補
助電極３２とが分離される部分（隣接する下部電極３１の間および下部電極３１と補助電
極３２との間の無地部分）と同じ位置に、擬似画素において孔部５０が形成される。
【０１７７】
　このような孔部５０の配置によれば、表示部から孔部にかけて、下部電極３１、補助電
極３２、および電極板３３が、ほぼ同じ形状の繰り返しによって形成されるので、平坦化
膜の開口率を均一にできる。
【０１７８】
　これにより、平坦化膜に含まれるアウトガスは、表示部と表示部外の領域とで同程度に
排出され、表示部外で平坦化膜内に水分や酸などの成分が過度に密閉されることがなくな
るので、表示部の周辺部で生じる画素シュリンクや周辺部の白色化といった不具合を減ら
すことができる。
【０１７９】
　図１７は、変形例に係る表示パネル装置の構造の一例を示す拡大平面図である。
【０１８０】
　図１７に示されるように、この変形例では、隔壁３６は図面の縦方向および横方向の両
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方向に沿って設けられる。実施の形態では、図面の縦方向に並ぶ画素部５１は画素規制層
で区画されることを説明したが、この変形例に係る構成では、個々の画素部５１が図面の
縦方向および横方向の何れの方向にも隔壁３６で区画され、画素規制層を省略できる。
【０１８１】
　図１７では、補助電極３２は、表示部５２内の下部電極３１の形成領域外に縦方向に沿
って設けられている構成を示しているが、表示部５２内の下部電極３１の形成領域外に横
方向に沿って設けてもよい。
【０１８２】
　なお、実施の形態では、下部電極３１を陽極として用い、上部電極３９を陰極として用
いる構成を例示したが、下部電極３１を陰極として用い、上部電極３９を陽極として用い
ても構わない。その場合、電子輸送層３８が有機ＥＬ層３７よりも下部に配置され、正孔
注入層３４が有機ＥＬ層３７よりも上部に配置される。
【０１８３】
　また、実施の形態では、正孔注入層３４、有機ＥＬ層３７、および電子輸送層３８の積
層構造体を有機層の一例として説明したが、有機層はこのような構成に限られない。例え
ば、正孔注入層、正孔輸送層、有機ＥＬ層、電子輸送層、および電子注入層の５つの層か
らなる周知の積層構造体を有機層として用いても構わない。また、有機ＥＬ層以外の４つ
の層は、良好な発光性能を達成するために適宜設けられるものであり、省略することもで
きる。すなわち、正孔注入層３４および電子輸送層３８のいずれか一方またはその両方を
設けない構成もあり得る。
【産業上の利用可能性】
【０１８４】
　本発明の表示パネル装置は、テレビジョンセット、携帯電話機、パーソナルコンピュー
タなどのあらゆる表示装置として利用できる。
【符号の説明】
【０１８５】
　　　１、２、３、４、５　表示パネル装置
　　　１０　　基板
　　　２０　　ＴＦＴ層
　　　２２　　ゲート絶縁膜
　　　２４　　ソース・ドレイン電極
　　　２５　　駆動素子
　　　２６　　層間絶縁膜
　　　２７　　ＩＴＯ膜
　　　２８　　給電部
　　　３０　　平坦化膜
　　　３１　　下部電極
　　　３２　　補助電極
　　　３３　　電極板
　　　３４　　正孔注入層
　　　３５　　画素規制層
　　　３６　　隔壁
　　　３７　　有機ＥＬ層
　　　３８　　電子輸送層
　　　３９　　上部電極
　　　４０　　封止膜
　　　４１　　絶縁膜
　　　５０　　孔部
　　　５１　　画素部
　　　５２　　表示部
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　　　６０　　樹脂層
　　　６１　　シール部材
　　　７０　　ガラス基板

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】



(30) JP WO2011/045911 A1 2011.4.21

10

20

30

40

【国際調査報告】



(31) JP WO2011/045911 A1 2011.4.21

10

20

30

40



(32) JP WO2011/045911 A1 2011.4.21

10

20

30

40



(33) JP WO2011/045911 A1 2011.4.21

10

20

30

40



(34) JP WO2011/045911 A1 2011.4.21

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｈ０５Ｂ  33/08     (2006.01)           Ｈ０５Ｂ  33/08    　　　　          　　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/12     (2006.01)           Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｃ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/12    　　　Ｂ          　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,
BG,BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,I
D,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO
,NZ,OM,PE,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,
ZA,ZM,ZW

Ｆターム(参考) 3K107 AA01  BB01  CC23  CC28  CC31  CC33  CC45  DD37  DD38  DD39 
　　　　 　　        DD89  DD90  DD91  EE03  GG26  GG28 

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) 显示面板装置及其制造方法

公开(公告)号 JPWO2011045911A1 公开(公告)日 2013-03-04

申请号 JP2011543934 申请日 2010-10-08

[标]申请(专利权)人(译) 松下电器产业株式会社

申请(专利权)人(译) 松下电器产业株式会社

[标]发明人 大迫崇
小野晋也
西山誠司

发明人 大迫 崇
小野 晋也
西山 誠司

IPC分类号 H05B33/26 H01L51/50 H05B33/22 H05B33/06 H05B33/10 H05B33/08 H05B33/12

CPC分类号 H01L51/5212 H01L27/3246 H01L27/3248 H01L27/3258 H01L27/3276 H01L51/5228 H01L51/56

FI分类号 H05B33/26.Z H05B33/14.A H05B33/22.Z H05B33/06 H05B33/10 H05B33/08 H05B33/22.A H05B33/22.
C H05B33/12.B

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC23 3K107/CC28 3K107/CC31 3K107/CC33 3K107/CC45 3K107
/DD37 3K107/DD38 3K107/DD39 3K107/DD89 3K107/DD90 3K107/DD91 3K107/EE03 3K107/GG26 
3K107/GG28

代理人(译) 新居 広守

优先权 2009238750 2009-10-15 JP

其他公开文献 JP5690280B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

显示面板装置具有即使在平坦化膜上设置有电极板的情况下也难以密封
平坦化膜的结构。 形成在平坦化膜上的像素，包括：下电极； 有机
层； 上电极。 辅助电极，其与下部电极电绝缘并与上部电极电连接。 
显示部分，包括多个像素； 电极板，电连接到辅助电极，并布置为覆盖
显示部分外部的平坦化膜； 供电部分与电极板电连接，并且电极板具有
孔，该孔暴露出平坦化膜的一部分表面。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/093f5cf6-2d3d-40a8-b2bc-bdddeab58834
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/043875967/publication/JPWO2011045911A1?q=JPWO2011045911A1

